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「趣のある道」のことを、宮古のことばで「あやんつ」といいます
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宮古島市多良間村

宮古圏域
みや こけんいき

　宮古島市は大小６つの島（宮古島、

池間島、大神島、来間島、伊良部島、下

地島）で構成されています。

　総面積は204平方キロメートル、人

口約５万6,000人で、人口の大部分は

平良地区に集中しています。

　島全体がほぼ平坦で、山岳部や大き

な河川もなく、生活用水などのほとん

どを地下水に頼っています。
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宮古島市の位置と面積
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※御嶽は祭祀などを行う大切な場所です。神聖な場所なので入らないようにしましょう。
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環境ごとの観察場所

宮古空港

上比屋山

野原岳

宮古馬放牧場

東平安名崎

下地島空港

伊良部島

宮古島

本文の見方

動物の写真

動物名

動物の特徴と宮古

での利用例など(地

域によって異なる)
※方言名は一般的な呼び方を記載。地域
によって異なる。読みの表記は宮古島
市史『みやこの自然と人』に準ずる

固

生息する場所

池間湿原

島尻マングローブ

大野山林

与那覇湾

宮古島市
歴史文化資料館
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佐和田の浜
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サギ...p29

オカガニ...p44
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※南西諸島は尖閣諸島と大東諸島を含む範囲
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蜂須賀線(慶良間海裂)

宮古諸島の動物と自然

九州

渡瀬線

北琉球

中琉球

南琉球

宮古諸島

トカラ列島
奄美諸島

沖縄諸島

八重山諸島

先島諸島

屋久島

300～360km

(トカラ構造海峡)

琉球列島(琉球孤)・南西諸島※

暖温帯林↑亜熱帯林

中華人民共和国

↓

台湾

　九州南端から台湾の間には200

を超える島々が点在し、南西諸島

と呼ばれます。その中で大陸に

沿って弓なりに並んでいる列島

を、琉球列島(琉球弧)と呼びます。

琉球列島は断層などを境にして北

琉球・中琉球・南琉球に区分する

ことができ、この区分は生物分布

の境界線にもなっています。

　例えば、オオコウモリやハブ、

キノボリトカゲなどは渡瀬線が分

布の北限となっていて、中琉球と

南琉球でしか見られません。ま

た、キンバトやムラサキサギなど

は蜂須賀線が分布の北限になって

います。

　宮古諸島は山地も河川もなく、

平らで自然も変化がないように見

えますが、詳しく調査をしてみる

と、島の環境に適した個性ある動

物たちが生息しています。これら

の動物の中には、宮古諸島にだけ

生息している固有種や、国・県指

定の天然記念物もいます。

　また、大陸や日本列島の渡り鳥

たちが南下するときの中継地でも

あり、季節ごとにさまざまな種類

の鳥を観察することができます。

約640km

福建省福州市
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フィリピン

大韓民国
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？

過去の陸地現在の陸地

170-140万年前～200万年前

500万年前～1600万年前

45万年前～170-140万年前

40万年前

40万年前～27万年前 現在～27万年前

～化石から分かる動物相～
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　現在の宮古諸島には大型の陸棲ほ乳類やハブ類はいま

せんが、かつて生息していたことが分かっています。

　宮古諸島は、島尻層群と琉球層群と呼ばれる層が重

なってできています。できた時代が違うこのふたつの層

群からゾウの化石が見つかっています。また、琉球層群

からシカやイノシシ、ヤマネコ、クイナやツル、大型の

ハブなどの化石も見つかっていて、これらは沖縄諸島や

それ以北に今も生息している固有種に近いことが分かっ

ています。こういった化石は、宮古諸島が、大陸やほか

の島々とつながっていた時期があったこと、何らかの理

由で宮古諸島から姿を消した動物がいることを示してい

ます。

　近年、「OMSPという大陸が沖縄島と宮古島の間に

存在し、島と島をつなぐ橋のような役割をしたのではな

いか」という仮説が注目されています。今後、この仮説

をもとにさらに研究が進めば、宮古諸島の動物について

の謎が明らかになるかもしれません。

激動を生きた動物たち

島尻変動

うるま変動

琉
球
層
群

島
尻
層
群

八重山層群

島
尻
マ
ー
ジ
・
大
野
越
粘
土

友利石灰岩

下地島石灰岩

保良石灰岩

平安名層

城辺層

大神島層

258万年前
200万年前

840万年前

530万年前

27万年前

40万年前

90万年前

78万年前

125万年前

1万年前

４万年前

170万年前

140万年前

※OMSP：Okinawa‒Miyako Submarine Plateauの略

いまはない島があった！？“OMSP”説

宮古にもゾウがいた！？

海に沈んだ大陸があった！？
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　現在、宮古諸島に生息するほ乳類はネズミ、コウモリ、イタチの小型種

のみで、これまで４目９種が確認されています。それ以外に、島の人々の

生活に関わってきたほ乳類として、宮古馬やジュゴンがいます。

ほ乳類

宮古馬

体
高
約

県指定天然記念物(1991)

宮古馬は日本在来馬８種のうちの１種

です。温厚な性格で病気に強く、忍耐

力に優れています。固く強いひづめを

持ち、荷運びや畑仕事の担い手として

重宝されました。また、側対歩が得意

で、ンマハラシー(琉球競馬)で優勝す

るほどの活躍でした。どの家も「ヌー

マタツ」という小屋で大切に飼ってい

たそうです。

側対歩とは？

　当時の農民は乗馬を禁じられており、調

教していないのに側対歩で速く歩けたの

は、石がゴロゴロする道を荷物が崩れない

ようバランスをとって歩かねばならなかっ

たことで、自然と身につけた特技だったの

ではないかと考えられています。

同じ体側の前足と後ろ足を同時に

出す歩き方で、揺れが少ない。

方言名

120cm

３

５

４
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宮古馬の歴史
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宮古馬保存へ向けて

　宮古馬は一時、７頭まで減少しました。1985年に粟国島で宮古馬と同じ系

統の馬が数頭見つかり、市は日本馬事協会の協力のもと、オス２頭メス７頭を

５年かけて宮古に里帰りさせました。その後1991年に増殖計画が本格的にス

タートしましたが、遺伝子が近い馬同士の交配が原因で、仔馬が病弱だったり

死産になる問題が出てきました。そのため、2022(令和４)年から、DNA分析

を用いて遺伝子が遠い馬同士を交配させる計画を立て、現在飼育数100頭を目

標にかかげて活動しています。

14世紀

馬匹去勢法、適応除外になる

　当時、大きい軍馬を必要としていた政府は、

在来馬をすべて去勢するよう法律で決めまし

た。しかし、去勢した馬は忍耐力が落ちて畑仕

事に支障が出たり、競争馬としての価値が下が

るということで島民の反発が大きくなりまし

た。島民の意向を受けた自治体の後押しもあ

り、宮古は早々に除外区域となりました。

1374

1681

1634

1850

1697

1916

1922

1935

飼育数１万頭超

1977

1978

1980

1983

2024

1637

1609

1879
1903

1937

1939

1941

終戦

貢納馬としての琉球馬・宮古馬

　中国に上納した琉球馬は推計5,544頭といわ

れています。また、宮古馬は江戸幕府に御用馬

として採用され、宮古の馬場は首里王府が手厚

く管理していました。

宮内庁が皇太子
の乗馬用に宮古
馬３頭を購入

1991

雑種化と機械化で激減

　戦中、軍馬にするために大型馬との交配が進

み、また戦火の犠牲になったり食料にされ、宮古

馬の数は次第に減っていきます。戦後、農具の大

型化とともに雑種化が進み、さらに機械化によっ

て役割が減ったことで激減してしまいました。

平良の漲水一帯の遺跡から見つかった馬の骨の年

代測定より、14世紀以降と推定されています。
中国に琉球馬
として上納

馬場を設置
(現在の馬場団地)

馬匹去勢法適用
除外区域になる

宮古馬の渡来

江戸幕府に
13頭上納

人頭税施行

廃藩置県
(琉球処分）
人頭税廃止

馬匹去勢法施行

馬匹去勢法廃止

日中戦争勃発

第二次世界大戦勃発

1940

太平洋戦争勃発

1945

全島調査で14頭の
みが宮古馬として
保存価値が高いこ
とが分かる

熱帯植物園で飼育
開始(メス馬３頭
オス馬１頭)

県の天然記念物
に指定

オスの仔馬誕生
宮古馬保存会発足

太平号寄贈

太平号を剥製に

飼育数48頭に

薩摩の琉球侵攻

琉
球
王
朝
時
代
／
江
戸

明
治

大
正

昭
和

昭
和

令
和

平
成

1949

希望の光「太平号」

　市が宮古馬存続のために繁殖可能なオス馬を探

していたところ、沖縄島にいた１頭の宮古馬が市

に寄贈されました。「太平号」と名付けられ、無

事繁殖に成功するも、老齢だったためわずか５年

で生涯をとじました。宮古馬保存会発足に大きく

貢献したこともあり、はく製化されることが決ま

ると、関係者約2000人から寄付が集まりまし

た。現在、太平号は

はく製と骨格標本と

して博物館に保管・

展示されています。

生前の太平号 (1982.12)

江戸の献上馬の行列のようす
（「宝永七年寅十一月十八日琉球中山王両使者登城行列」国立
公文書館所蔵より切り抜き）

みや　　  こ　　 うま　　　　　　れき　　 し

り
ゅ
う
き
ゅ
う
お
う
ち
ょ
う
じ
だ
い
　
　
　
　
　
え
　 

ど

  ひら  ら　　　はり みず いったい　   　 い  せき  　　　　  み      　　　　　　　　　　　　ほね　　  ねん

  だい そく てい  　　　　　　　　　せい　き　い  こう　  　すいてい

　　 ちゅうごく　　 じょうのう　 　　　　　　　　　　　　すい けい　　　　　　　とう

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　ど   ばく  ふ　　　  ご  よう うま

　　　　　　　 さい よう  　　　　　　　　　　　　　　ば    ば　   　しゅ  り   おう  ふ  　　   て　あつ

   　　かん  り　　　　

　　  とう   じ　　　おお　　　　　ぐん　ば   　　ひつ よう　　　　　　　　　　　　せい   ふ

 ざい らい　ば　　　　　　　　　　　きょ せい　 　　　　　　　　　ほう りつ　　　  き

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にんたいりょく　　　お　　　　　はたけ し

 ごと    　　ししょう　　　で 　　　　　　　きょうそう  ば　　　　　　　　　　　か   ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　  とう  みん　　  はん ぱつ

　　　　　　　　　　　　　 い　こう　　　 う　　　　　　 じ　  ち  たい　　　あと   お

  　　　　　　　　　　　そう そう　　 じょ がい　く  いき

　　　　　　　　　　　　

はい  はん 　ち　けん

   りゅうきゅうしょぶん

   く　 ない ちょう　　　こう  たい　  し

　　　じょう  ば　  よう　　　みや　  こ

 うま　　　 とう 　　　こうにゅう

   し　 いく  すう　　　まん  とう　ごえ

 ぜん　とうちょう  さ　　　　　　　 とう

　　　　　　 みや　こ　 うま

　ほ　 ぞん　 か　  ち　　　　 たか

　　　　　 　わ　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 いち じ　　　　　　　　　　　　げんしょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     あ  ぐにじま　　　　  　　　　　　　　　　　　けい

  とう   　　　　　　すうとう　　　　　　　　　　　　 し　　　  に  ほん  ば    じ きょうかい　 きょうりょく　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　   さと がえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ぞうしょくけいかく　　 ほん かくてき

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　い   でん  し　    　ちか　　　　 どう  し　　　こうはい　　　げん いん　　　　　こ   うま　　びょうじゃく

   し   ざん　　   　　　　もん だい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  れい   わ　　　　　　　　　　　　　　　　　   ぶん せき

　　　もち　　　　　 い  でん  し　　　とお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し　いくすう　　　　　　　　　 もく

 ひょう　　　　　　　　　　  かつどう

と  らい　　　　　　　　　　 せい  き

さつ   ま　　　  りゅうきゅうしんこう

ちゅうごく　　  りゅうきゅううま

　　　　　          じょうのう

　え　　ど　 ばく　 ふ

　　　  とう  じょうのう

にん  とう   ぜい　し   こう

にん  とう   ぜい はい　し

ば   ひつ  きょ  せい   ほう   し    こう

ば   ひつ  きょ  せい  ほう  はい　し

  ば    ひつ  きょ  せい   ほう  てき   よう

じょ  がい　 く　いき

  ば　  ば　　　  せっ　 ち

　げん ざい　　　　ば　　ば　だん　ち

にっちゅう せん  そう ぼっ   ぱつ

だい　 に　 じ　 せ　 かい たい  せん ぼっ  ぱつ

たい  へい  よう  せん  そう  ぼっ  ぱつ

しゅう せん

たい  へい  ごう　き　 ぞう

し
ょ
う  

わ

へ
い
　
せ
い

め
い
　 

じ

た
い
し
ょ
う

し
ょ
う  

わ

れ
い
　 

わ

ねっ  たい しょくぶつ  えん　　　　し　 いく

かい　 し　　　　　　　　  うま　　　  とう

　　　　　 うま　　　 とう

みや　 こ　 うま　 ほ　ぞん  かい  ほっ  そく

こ   うま  たんじょう

たい  へい  ごう　　　はく   せい

けん　　　　てん   ねん　 き　 ねん　ぶつ

　　　し   てい

し   いく  すう　         とう

こうのう  ば　　　　　　　　　りゅうきゅううま　　みや  こ  うま

ば  ひつきょ せい ほう　　 てき  おうじょ がい

ざっしゅ  か　　　  き  かい  か　　　げき げん

　　  せんちゅう　    ぐん   ば  　　　　　　　　　　　　　 　 おお がた うま　　　　　 こう はい　　   すす

　  　　　  　　　　 せん  か　  　   ぎ   せい　　　　　　　　　   　しょくりょう

　　　　　かず　　　し　だい　　　へ　　　　　  　　　　　　　　　　　 せん  ご　　　のう   ぐ

　　　　　　　　　　　　　　 ざっ しゅ  か　　　　　　　　　　  　　　　　　  き  かい  か

　　　やく わり　　  　　　　　　　　　　　　　 げき げん

　　　 し　　　　　　　　　  そん ぞく　　　　　　　　　 はんしょく か  のう　　　　　　　　　　　  さが

　　　　　　  　　　　　　　　　　　　おき なわじま

　 　　き  ぞう　　　　　 　　　　　　　　　　　たい へい ごう　　　　　な　  づ 　　　　　　　　　　ぶ

   じ はんしょく　　 せい こう 　　　　　　　　　ろう れい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 しょうがい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほ  ぞん かい ほっそく

 こう けん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せい　　　　　　　　　　　　　　　　  き

  　　　　　　　かん けい  しゃ やく　　　　　　　　　　　　　　　き　 ふ　　    あつ

き  ぼう　　ひかり　　たい へい ごう

　　　　 げん ざい　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　こっ かくひょうほん　　

　　　　  はくぶつ かん　 　　ほ  かん

てん  じ　

せい ぜん

む



国指定天然記念物（1972）
国際希少野生動植物種(1993)
環境省RL（2020）絶滅危惧ⅠA類
沖縄県指定希少動植物種(2021)
沖縄県RDB（2017）絶滅危惧ⅠA類

ジュゴン

ザン、ヨナタマ、ジャン、ザカムヌ

沿岸の湾内やサンゴ礁周辺に生息し、砂

地に生える海草類だけを食べます。成熟

するのに６年～17年かかり、寿命は70年

ほど。南西諸島が東側の分布の北限と

なっています。

・１回の呼吸で３～５分潜る

・リュウキュウスガモやウミヒルモなどの海草が大好き

・藻場の水深が１～1.5ｍになるタイミングがご飯タイム

・40ｍほどの長い腸で５日～10日ぐらいかけて消化する

・怖がりなのですぐ逃げる、騒音がきらい

ジュゴンと

マナティーの違い

ジュゴンの生態

浅い水域で浮草など
を食べる

体長 2.4～３ｍ
体重 400～450kg

ジュゴン マナティー

渡口の浜

ジュゴンを７頭獲った

佐和田沖

泳いでいたら

ジュゴンが近

づいてきた

佐和田の浜

海草が禿げていたら

危ないから泳ぐなと

言われていた

ザンツヌパダ(ジュ
ゴンのくる端)ザンゴモリ(ジュゴ

ンが棲む場所)

吉野海岸沖

早朝や夕方に海草

を食べにきていた

1960〜70年代の証言や残る方言

歴史から見るジュゴン

津波で全滅した

といわれる木泊

村にジュゴンの

伝説がある

狩俣地区

裏の海の窪み

にジュゴンが

いた

ニシの浜で漁

師が３頭獲っ

たのを食べた

ウジャン

大神島

イムヌワー

池間島

来間島

伊良部島

下地島

伊良部島

下地島

フゥッジャン

写真提供:鳥羽水族館

海草類
藻場

　ジュゴンは、遺跡からも骨が出土

し、明治から大正にかけて捕獲してい

た記録がありますが、1965年に魚網に

かかった個体を最後に、宮古諸島近海

での正式な生息記録はありませんでし

た。ところが、2019年に伊良部島近海

で大型ほ乳類と思われる生物が目撃さ

れ、食み痕やフンが見つかりました。

そしてフンからジュゴンのDNAが検出

されたことで、南西諸島で絶滅したと

されていたジュゴンが生息している可

能性が高まりました。それ以降、食み

痕や目撃情報はありますが、まだ姿を

撮影することはできていません。

与那覇湾沖

1970年頃まで

回遊していた

どちらもカイギュウ目に属するゾウに近い生物で草食。

さんそ

はたら

も　ば
かいそうるい

すな　　 りゅうしゅつ

 えん がん　　  わん ない 　　　　　　　　　しょうしゅうへん　　せい  そく  　　　　すな

   ち　  　　は  　　　　   かい そう るい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいじゅく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じゅみょう

　　　　　　　　なん せい しょ  とう　　  ひがしがわ　　　ぶん  ぷ  　　　ほく  げん

　　　　　　  こきゅう　　　　　　　　　　もぐ

   も   ば　　 すい しん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はん

　　　　　　　　　　　　　　  ちょう  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうか

  こわ　　　　　　　　　　　　　　 に 　　　　　　 そうおん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  い  せき　　　　　　　　ほね 　　しゅつ  ど

 　　　　　めい  じ　　　　　たいしょう　　　　　　　　　　 ほ  かく

 　　　き  ろく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぎょ もう

  　　　　　　　　　　こ たい　　   さい   ご　　　　　　　　　　しょとう  きん かい

   　　　　せい しき　　　せい そく  き   ろく　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　 ら　  ぶ じま きん かい

　　 　　　　　　　にゅうるい　　  おも　　　　　　　せい ぶつ　　　もくげき　　　

　さ  わ　だ　　 はま

 かいそう　　  は

 あぶ　　　　　　　　 およ

かりまた  ち   く

うら　　　　　　　くぼ

　 つ  なみ　   ぜんめつ

　　　　　　　　　　    きどまり

   むら

　でんせつ

  よ　な　は  わんおき

　　　　　　　   ごろ

かいゆう

 よし の かい がんおき

そうちょう  　ゆうがた　　　

　　　　　　　はま　   りょう

　し　　  　　　　　と

せい   たい

もく　　 ぞく　　　　　　　　　　　　　　　　せい ぶつ　　そうしょく
ちが

れき   し

　　　　　   は　　　 あと　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      けんしゅつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 なんせい しょ  とう　　  ぜつ めつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

   のうせい　   　たか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  い  こう

　　　　　　　　　　じょうほう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  すがた

  さつえい

ねん  だい　　　しょうげん　　　　のこ　　　 ほう  げん

おき

ちか

す　　 ばしょ

はじ

い    ら    ぶ  じま

い    ら    ぶ  じま

しも  じ   じま

しも  じ  じま

くり  ま   じま

いけ　ま じま

おお がみ じま

じそく

みかづきがた

あさ　　すいいき　　うきくさ

ちぎょ

かいはつ　　　しんりんげんしょう

のうやく げきげんちゅう

と

とぐち　　 はま

みっせつ
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大型のコウモリで、クビワオオコウモリ

５亜種のうちの１種。日中は高木にぶら

下がって休み、夜に主に果実を食べ、葉

や花の蜜も食べる。花の受粉や種の散布

を助け、森林の維持に役立っている。

ネズミ・モグラ類 コウモリ類

宮古諸島で見られるネズミはすべて外来種です。

人間の近くで生活をしています。

　約２万6000年前～２万8000年前のネ

ズミの化石がピンザアブで見つかってい

ます。クマネズミの仲間としては最大級

で、同じ時代に生きていた大型ハブのエ

サだったと考えられています。

ハツカネズミ 
頭胴長 ９cm
尾長 ８cm

年中繁殖し、１回で

５～6匹産む。種子

や穀物類を好む。

ドブネズミ

夜行性で泳ぎが得

意。肉や魚を好む。

頭胴長 28cm
尾長 22cm

クマネズミ
頭胴長 23cm
尾長 26cm

壁登りや綱渡りが

得意。種子や芋類

を好む。

ジャコウネズミ

ミパギザカ、
ミパギジャカ

頭胴長 16cm
尾長 ８cm

モグラの仲間。昆虫

類やミミズ、残飯な

どを好む。甲高い鳴

声と独特の臭いで嫌

われている。

パリユムヌ
ヤーユムヌ

ミヤコ
ムカシネズミ

昔は大ネズミがいた！？

頭胴長 推定60cm

ほ乳類の中で２番目に種類数が多く、日本に37種います。

宮古諸島では３種が確認されています。

ミヤコ
コキクガシラ
コウモリ

環境省(2012)絶滅

ねぐらの洞窟とエサ場の森林がある

環境に多く生息していた。1971年

に10個体が確認されたのを最後に

記録がない。

沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅱ類

頭胴長 ６cm
前腕長 ４cm

アブラ
コウモリ

日中は屋根裏や建物のすき間で休み、

夜に畑や公園などで飛び回りながらエ

サをとる。１日に約500匹の蚊などの

小型昆虫を食べる。

宮古には小型のコウモリがいない？

沖縄県RDB(2017)
準絶滅危惧

頭胴長 20cm
前腕長 12～13cm

ヤエヤマ
オオコウモリ

別名フルーツバット

エコーロケーショ

ンはせず、視覚に

頼るので、眼が大

きく耳が小さい。

※エコーロケーション(反響定位)

※写真はオキナワコ
　キクガシラコウモリ
　撮影：沖縄島恩納村 撮影：沖縄島豊見城市

撮影：沖縄島沖縄市

超音波の反射で

位置や距離を測る

　　　　  しょ とう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 がいらい しゅ

 にんげん　　  ちか　　　　  せい かつ

ねんじゅうはんしょく

　　　　　　  ひき　う　　　　　  しゅ  し

　　  こく もつ るい　 　この

かべ  のぼ　　　　    つな  わた

とく　い 　　　　　　　　　　　いも

  や   こう  せい　　　およ      　　　　とく

  い　　　にく　   さかな　　　　　　

　　　　　　　　　 なか　ま　　 こんちゅう

 るい　　　　　　　　　　　  ざん ぱん

　　　　　　　　　　　  かんだか  　　なき

 ごえ  　　どくとく  　　にお  　　　　きら

　　 やく　　　まん

　　　　　　  　か   せき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さいだいきゅう

　　　　　おな　　   じ　だい 　　　　　　　　　　　　　　おお がた

　　　　　　　　　　　かんが

　　にゅうるい　　  なか　　　　　ばん  め  　　しゅ るい すう　　 おお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かく にん

　　　　　　　　　　　　し  かく

たよ　　　　　　　　　　め

 ちょうおんぱ　 　　はんしゃ

　い　 ち   　　きょ  り　　   はか

　　　　　　　　　  どうくつ　　　　　　　  ば

かんきょう　　　　　　　せいそく

　　　　　　  こ  たい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さい   ご

   き  ろく

にっちゅう　　  や　 ね  うら　　 たて もの　　　　　　　　ま　　　やす

　　　　　　　　　 こう えん　　　　　　　  と　　　まわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　ぴき　　　か

  こ  がたこんちゅう

るい るい

むかし　　　 おお

　　   あ  しゅ　　　　　　　　　　　　　　　　にっちゅう　　こう ぼく

  さ  　　　　　　　やす　　　　　よる　　 おも　　　 か  じつ　　　　　　　　　　は

　　  はな　　 みつ　　　　　　　　　　　　　　　　じゅ ふん　　　たね　　 さん  ぷ

 　　 たす　　　　   しんりん 　  　い　 じ   　　やく だ

はんきょうていい
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宮古は
ちょうどよい休憩地点

台湾

東南アジア

全
長

翼開長

21

鳥類

20

環境省ＲＬ(2020)絶滅危惧Ⅱ類
沖縄県ＲＤＢ(2017)絶滅危惧Ⅱ類
宮古島市保全種(2005)

サシバ

タカ

全長 ：オス47cm
 　メス51cm
翼開長 ：105～115cm

旅

夏鳥：夏に渡ってくる鳥

冬鳥：冬に渡ってくる鳥

アカハラダカ

タカヌツカイビー
タカヌピャーツカイ

　宮古諸島は沖縄島と台湾のほぼ中央に位置し、渡り鳥にとってちょうど

よい中継地点になっています。そのため、観察できる鳥のほとんどは渡り

鳥です。2024年12月時点で、留鳥27種、夏鳥８種、冬鳥88種、旅鳥72

種、迷鳥169種の21目65科360種が確認されています。この数は、日本国

内で確認されている鳥類の約55.9％にもなり、国内有数の野鳥保護区や

バードウォッチャーの聖地とされる場所よりも多いと言われています。

旅鳥：季節ごとに
　　　旅をする鳥

迷鳥：台風や偏西風などで
　　　飛ばされて迷い込む鳥

留鳥：一年中同じ
　　　場所で過ごす鳥

北限：分布域の北の限界

　春に日本列島へ渡り、里山で繁殖する渡り

鳥です。９月中旬～10月上旬の寒露の頃、

越冬のため南の島々へ向かう途中、休憩で宮

古諸島へ飛来します。昔は留まる木が足りな

くなるほどの大群が訪れ、空をおおいつくし

たと言います。現在は宮古野鳥の会を中心に

個体数カウントや観察会、講演会、保護林設

置などの活動が行われています。

秋の白露の時期にサシ

バより先に渡って来る

ため、宮古の人々はアカハラダカを「サシバ

の使い」と呼んでいた。

1964 狩猟法改正。罠でサシバを捕るに

は免許が必要になる

1972 本土復帰でサシバが保護対象に

1977 10 月を「サシバ保護月間」と定め

保護活動をするが、密猟は減らず

1988～ マスコミや警察の協力で保護を

PR。環境教育の一環として保護活

動を展開

1993 「第１回サシバは友だちフォーラ

ム」「サシバは友だちサミット」を

開催。保護への意識が高まる

2000～ 密猟がほぼなくなる

2019 「第１回国際サシバサミット」

 開催地：栃木県市貝市

2021 「第２回国際サシバサミット」

 開催地：宮古島市

2023 「第３回国際サシバサミット」 

開催地：台湾

2024 「第４回国際サシバサミット」

 開催地：フィリピン

保護活動の歩み サシバの飛来数(1973～2024年)

0

調査：宮古野鳥の会・沖縄自然保護課　引用：沖縄県自然保護課 (2024.10.31)

方言名

全長30cm

旅鳥

　　　　　　　　 しょ  とう　　　おき  なわ じま　　　 たい わん    　　　　　　　ちゅうおう　　　 い    ち　　　　　　わた　   　どり

　　　　　 ちゅうけい　ち    てん 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かん  さつ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　てん　　　　　 りゅうちょう　　　しゅ　　　なつどり　　　　　　　　 ふゆ  どり　　　　　　　　   たび どり

　　　　　  めいちょう　　　　　　　　　　　　　 もく 　　　　か　　　　　　　　　　　かく にん　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こく

   ない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆう  すう  　　　や  ちょう  ほ　  ご     く

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　せい    ち　　　　　　　　　　　 ば   しょ

なつどり

ふゆどり

たびどり　　 き せつ

ほくげん　   ぶん ぷ  いき　　　　　   げんかい

りゅうちょう

めいちょう　  たいふう　　 へんせいふう

　　　　　　　と　　　　　　　　　 まよ　 　こ

よくかいちょう

ちょう　 るい

ぜ
ん
ち
ょ
う

きゅうけいちてん

　　　はる　　　に  ほん れっ とう　　　　　　　       さと やま　　はんしょく

　　　　　　　　　　　　　    ちゅうじゅん　　　　　　　　　　　　　   かん   ろ　   　ころ

  えっ とう     　　　　　　　　　　しまじま　　　　　　　　　　と ちゅう　 きゅうけい

　　　　　　　　　　 ひ  らい    　　　　　　　　むかし　　と　　　　　　　　　　  た

　　　　　　　　　　　　　　 たい ぐん   　おとず　　　　 そら　

　　　　　　　　　　　　　　　　  げんざい　　　　　　　  やちょう　　 かい　　ちゅうしん

   こ   たいすう  　　　　　　　　　　　かん さつ かい　　  こう えんかい 　  　ほ　  ご  りん せっ

　 ち　　　　　　    かつどう　　おこな

  しゅりょうほう かいせい　　わな　　　　　　　　　　　　　と

　　　めんきょ　　   ひつよう

  ほん　ど　ふっ   き　　　　　　　　　　　　　　　　 たいしょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 げっ かん　　　    さだ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みつりょう　　　へ

　　　　　　　　　　　　    けい さつ　　 きょうりょく

　　　　  かんきょうきょういく   　いっ かん

　　　　　 てん かい

　   だい　　　　　　　　　　　　　　   とも　　　　　　　　　　

  かい さい　　　　 　　　　　　　い  しき　　  たか

　　　　　　　　   こく さい

   かいさい   ち　　　 とち  ぎ  けん いち かい  し

　　　　　　　　　   たい わん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あき　　　はく　ろ　　　　じ　 き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   さき

　　　　　　　　　　　

　　　つか　　　　　　　 よ

とうなん

ちゅうごくたいりく

ほうげんめい

ほ　  ご　　　　　　　  　　　あゆ

こ　　 がた



伊良部

佐良浜佐和田

サシバと宮古の人びと

2322

昼用のワナ　スギャ、ツギャ 夜用のワナ　ンドゥイギー
来間島の事例

　むかし、食料不足や重い税に苦し

んでいた島民にとって、サシバは年

に一度のごちそうであり、貴重な財

源でした。そのため、渡りのシーズ

ンはサシバ専用のワナを作り、仕掛

ける場所も入札で決めるなどしてい

ました。サシバが思うように獲れな

い日は、つかまえたサシバの美しさ

や数を自慢したり、おいしい調理法

について話し合ったりしました。

　ワナは多い時で1,500～2,000個

も作られ、ひとつのワナで平均60羽

前後が捕獲されたと言われていま

す。運動会の練習で太鼓を鳴らした

ら、サシバが警戒するから鳴らす

な！と住民が抗議した(伊良部地域)こ

ともあるほどでした。

　サシバとの関わりは生活の一部で

あり、宮古独自の文化として根づい

ていました。

サシバが飛来して上空を旋回するのを見ると、

子どもたちはいっせいにタカの歌を歌いました。

わらべ歌 (平良地域）

目の色で値段が違った！？

タカドーイ　デンゴ　デンゴ
ウヴァガ　ヤーヤ　ンザガ
タラマヌ　パイカタヌ　
ドゥフキギーヌ　スタンドゥ
ヤーヤ　ツッフィ　ビジュウイ

タカだよ
おまえの　いえは　どこだ
多良間の　南のほうの
デイゴの木の　したに
いえを　つくって　すわっているよ

目の色と縞模様で、若鳥と成鳥の区

別がつきます。アカミーは囮として

使われ、キムミーは美味しいとさ

れ、高く売れました。

越冬サシバ

宮古諸島は渡りの中継地点ですが、中には南

へ移動せずに宮古で冬を越すサシバもおり、

地域によって呼び名が違っていました。

ウティダカ 平良、新城

比嘉
新城

上野

池間

来間
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ユラリダカ 佐和田、城辺、大神、島尻

比嘉ウティマーイダカ

ビヴヴィダカ 上野

与那覇

来間ヤママーリャダカ

トゥマイダカ 与那覇

スマバンダカ 伊良部、佐良浜、
池間、狩俣

参考：『みやこの自然と人』宮古島市史第三巻 自然編第二部(2023) 国仲富美男作図

　　　　　　　　　　　    しょくりょうぶそく　　　おも　　  ぜい 　　くる

　　　　　　　　　　とう みん　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 きちょう　  　ざい

  げん　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 せん  よう　　　　　　　　　  つく 　　　　　し　 か

　　　　　　ば  しょ　　 にゅうさつ　　　き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うつく

　　　　　　　　じ   まん　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ちょう り   ほう

  　　　　　　　　　はな　　　あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へい きん　　　　わ

  ぜん   ご　　　   ほ   かく

　　　　　うん どう かい　　  れんしゅう 　　たい   こ 　　　 な

　　　　　　　　　　　　　　　  けい かい　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 じゅうみん　　 こう  ぎ

　　　　　　　　　　　　　　  かか　　　　　　　 せい かつ　　　いち  ぶ　　　

　　　 　　　　　　　　　どく  じ　　 　ぶん  か  　　　　　　　　ね

　　　　　　　　　 しま　も よう　  　　　わか どり   　せいちょう  　　く

 べつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おとり

 つか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おい

　　　　  たか　　　う

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　ちゅうけい ち  てん 　　　　　　　　　なか　　　　 みなみ

   　　  い どう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

   ち   いき　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちが　　　　　　　　　　　　　　　

くり　ま　じま　　 　じ　 れい

いろ　　　 ね   だん　　　ちが

えっ とう

あんかっしょく

うた

た　ら　 ま

ひ  らい　　　　  じょうくう　　せん かい

よるひる よう

がけ たいぐん

ぐうぜん

よ

もど



首から胸、背

中にかけて紫

や緑色の光沢

のある羽をもつ大型のハト。個体数が少

なく警戒心が強いためなかなか見られな

い。声を頼りにすると探しやすい。

磯の岩場がすみ

かだったが、建

物を崖に見立てて営巣するように

なった。春～夏にかけて子育て中の

ペアをあちこちで見ることができる

実はウズラでは

なく、ウズラに

似た形の別の種。一妻多夫制で、メス

はオスの作った巣に卵を産むと次のオ

スを探して去り、残ったオスが卵を温

めて子育てをする。

夏は昆虫、冬は

花の蜜や果実が

主食。カタツムリや葉菜なども食べる

食いしん坊。世界的には限られた地域

にしか生息せず、実は珍しい鳥。

宮古諸島では

2000年以降に

毎年繁殖が確認されている。キビタキ

の亜種とされていたが2024年に新種

となった。

中型のクイナ。

クイナは飛べない

と勘違いされる

が、実は飛べる。ただ、ヤンバルクイ

ナだけは飛べない。

体は緑、くちばし

は青、眼は赤。

鳴き声が縦笛のような音に聞こえるた

めシャクハチバトとも呼ばれる。台湾

に生息する種は実際に頭が赤い。

体の色がキジのメ

スに似ていること

から名がついた。よく聞こえる鳴き声

は、オスの求愛か、なわばりを主張す

る声。

2524

キンバト

国指定天然記念物(1972)
国内希少野生動植物(1993)
環境省RL(2020)絶滅危惧ⅠB類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧ⅠB類
宮古島市保全種(2005)

ウスバトゥ

国指定天然記念物(1971)
国内希少野生動植物種(1993)
環境省RL(2020)絶滅危惧ⅠB類
沖縄県RDB(2017)絶滅危惧ⅠA類
宮古島市保全種(2005)

キジバト

ンバトゥ

ヨナグニ
カラスバト

ムバトゥ

宮古諸島を繁殖の

北限とする小型の

美しいハト。

　ハトは「そのう」と呼ばれる器官でタ

ンパク質や脂肪を多くふくむ物質を生成

し、ヒナに与えます。オスもメスも作る

ことができるため、一年中繁殖すること

ができます。

チュウダイ
ズアカ
アオバト

アオバトゥ

ピジョンミルク

イソヒヨドリヒヨドリ

ミパギビジュマ

シロハラクイナ リュウキュウ
キビタキ

ミフウズラ

ウッジャ、ウツァ

全長23.5cm

全長40cm

全長28cm

全長25cm

全長33cm

全長35cm

全長33cm

全長14cm

全長14cm

ウズラのゆがたい
『ゆがたい 宮古島の民話 第四集』宮古民話の会(1984）

沖縄県RDB(2017)絶滅危惧Ⅱ類

沖縄県RDB(2017)絶滅危惧ⅠB類

留鳥

くちばしは赤、頭は白、背中は茶、羽

は光沢のある緑色。毎年初夏に大野山

林や雑木林で子育てをする。
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アジサシ類

岩礁の割れ目や

岩棚の奥まった

ところに直接産

卵する。

宮古諸島が国内

繁殖の北限。岩

礁や岩棚に小石

や海藻で皿状の

巣を作る。

岩礁に小石や枯葉

で巣を作る。環境

の変化に敏感。

オスの鮮やかなアイリングと長い

尾が特徴。毎年４月中旬頃に飛来

し、木の枝に巣を作る。

カワセミの仲間。

毎年５～６月に飛

来し木の洞などに巣をつくる。赤色の

大きなクチバシと独特な鳴き声が特

徴。体の色が火を連想させることか

ら、昔の人はアカショウビンが家に

入ってくると不吉だと嫌がった。

かんさつのコツ・気をつけること
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サンコウ
チョウ

ナガズゥーマチャ

全長 オス 45cm
 メス 17.5cm

アカショウビン

クカイ

全長27cm
　アジサシ類は世界で40種が知られ、宮古諸島ではこれまで14種のアジサシ類が

夏鳥や旅鳥、迷鳥として確認されています。日豪(オーストラリア)渡り鳥保護協定

によって保護されているベニアジサシや、絶滅が危惧されているコアジサシ、エリ

グロアジサシもいます。

種ごとに住む環境を変えて共存することで、

何千種もの鳥がくらしていけている。なので

どんな鳥がくるかでそこの環境がわかる。

主な繁殖地

クロアジサシ

フディヌガラサ

全長38～45cm

マミジロアジサシ

全長35～38cm

ベニアジサシ

全長33～43cm

エリグロアジサシ

全長30～32cm

海岸の岩礁や沖合の

岩礁に巣を作る。

コアジサシ

全長22～28cm

埋立地などの地面

に浅いくぼみを掘

り、産卵する。

フデ岩

クロアジサシ

マミジロ
アジサシ

パナリ

ベニアジサシ

池間島

エリグロ
アジサシ

コアジサシ

水納島

多良間島

大神島

伊良部島

池間島、大神島、

伊良部島、与那覇湾や東平安名崎の岩礁

夏鳥

環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅱ類
沖縄県RDB(2017)準絶滅危惧
宮古島市保全種(2005)

環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅱ類
水産庁RDB希少種
沖縄県RDB(2017)準絶滅危惧
宮古島市保全種(2005)

宮古島市保全種(2005)

宮古島市保全種(2005)

宮古島市保全種(2005)

宮古島市保全種(2005)

環境省RL(2020)絶滅危惧Ⅱ類
宮古島市保全種(2005)
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